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公
民
館
と
な
り
ま
し
た

：

現
玄

洋
文
化
財
展
示
室
）
そ
し
て
平

成
26
年
に
い
こ
い
の
家
を
併
設

し
て
増
築
、
新
た
に
整
備
さ
れ
、

現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

　
内
容
を
見
る
と
、
公
民
館
の

始
ま
り
か
ら
現
在
ま
で
の
校
区

と
福
岡
市
の
主
な
出
来
事
を
年

表
に
作
成
、
校
区
の
概
要
と
し

て
町
内
の
境
界
を
示
す
地
図
、

歴
代
館
長
や
主
事
を
始
め
、
校

区
諸
団
体
の
代
表
名
、
職
員
や

運
営
懇
話
会
委
員
の
一
覧
、予
算
、

サ
ー
ク
ル
講
座
、
更
に
主
催
事

業
ま
で
載
っ
て
い
て
、
ま
さ
し
く

冊
子
の
タ
イ
ト
ル
通
り
、
今
宿

公
民
館
の
こ
れ
ま
で
の
あ
ゆ
み

が
集
約
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
冊
子
を
作
成

す
る
た
め
に
古
川

氏
が
ど
れ
だ
け
の
労

力
を
費
や
し
た
の
か

想
像
す
る
だ
け
で

頭
が
下
が
り
ま
す
。

　
私
費
で
発
行
し
て
い
る
た
め
、

部
数
は
限
ら
れ
て
い
ま
す
が
公

民
館
に
お
立
ち
寄
り
の
節
は
ぜ

ひ
お
声
掛
け
頂
き
、
こ
の
「
公

民
館
の
あ
ゆ
み
」
を
ご
覧
に
な
っ

て
く
だ
さ
い
。

　
２
年
間
活

動
停
止
状
態

で
あ
っ
た
地

域
が
漸

よ
う
や

く
に

し
て
活
動
再
開
に
向
け
動

き
出
し
た
。

　
今
宿
地
区
で
も
今
宿
・

玄
洋
の
両
自
治
協
、
町
内

会
、
発
展
期
成
会
、
社
協
、

花
火
役
員
会
な
ど
が
規
模

縮
小
し
て
総
会
・
役
員
会

を
開
き（
又
は
近
く
開
催
）

活
動
再
開
を
確
認
し
た
よ

う
だ
。

　
ま
た
、
５
月
の
連
休
中

に
は
〝
博
多
ど
ん
た
く
〟

が
規
模
縮
小
な
が
ら
多
数

の
見
物
人
を
集
め
開
催
さ

れ
た
。
そ
し
て
博
多
山
笠

も
実
施
さ
れ
る
。

　
こ
こ
２
年
間
、
コ
ロ
ナ

に
脅
か
さ
れ
、
自
粛
を
余

儀
な
く
さ
れ
て
い
た
だ
け

に
、
一
気
に
爆
発
と
は
い

か
な
い
ま
で
も
、
全
国
各

地
で
多
く
の
伝
統
行
事
が

再
開
・
継
続
に
取
り
組
ん

で
い
る
。

　
今
宿
の
花
火
大
会
も
基

本
開
催
が
役
員
会
で
確
認

さ
れ
た
。
花
火
が
こ
の
地

域
の
夏
の
最
大
の
行
事
と

は
言
え
、
コ
ロ
ナ
再
拡
大

の
懸
念
も
残
る
だ
け
に
、

懸
念
を
抱
く
住
民
も
少
な

く
な
い
だ
ろ
う
。
そ
れ
だ

け
に
花
火
大
会
役
員
会
が

ど
の
よ
う
な
実
施
案
を
提

示
で
き
る
の
か
が
注
目
さ

れ
る
。

　
同
時
に
今
宿
地
区
に

と
っ
て
今
年
の
花
火
大
会

は
、
開
催
で
き
る
か
否
か

で
は
な
く
、
今
後
も
継
続

か
否
か
を
問
い
直
さ
れ
る

大
会
に
な
る
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。

６月16日（木）　18時30分頃より
新型コロナウイルス感染拡大状況、天候により中止も
ありますので、商協QRコードで確認してください。

毎月第３木曜日は

▲作成されたウォーキングマップ

▲ 今宿公民館の歴史
　 が綴られた冊子 ▲ クイーンビートルを背景に保存会の皆様

　
玄
洋
校
区
保
健
福
祉
部
で
は

公
民
館
と
共
催
で
毎
年
「
健
康

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会
」
を
行
っ

て
い
ま
す
。
３
月
に
行
う
健
康

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
前
に
「
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
マ
ッ
プ
」
を
更
新
し
て
、

参
加
者
に
配
布
し
ま
し
た
。

　
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
マ
ッ
プ
に
は
、

５
つ
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
コ
ー
ス
が

書
か
れ
て
い
ま
す
。
①
海
コ
ー
ス

は
玄
洋
公
民
館
を
出
発
し
て
今

　
令
和
４
年
３
月
、
今
宿
公
民

館
館
長
の
古
川
勝
敏
氏
が
「
福

岡
市
今
宿
公
民
館
の
沿
革
　
公

民
館
の
あ
ゆ
み
」
と
い
う
冊
子

を
私
費
で
発
刊
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
今
年
、
令
和
４
年
１

月
が
今
宿
公
民
館
設
置
か
ら
70

周
年
、
玄
洋
公
民
館
と
分
離
し

て
30
年
目
の
節
目
の
年
に
あ
た

る
た
め
記
念
し
て
作
ら
れ
ま
し

た
。

　
令
和
４
年
４
月
29
日

今
宿
校
区
自
治
協
議
会

の
定
期
総
代
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　
開
催
に
先
立
ち
、
吉

村
会
長
の
挨
拶
で
は
コ

ロ
ナ
禍
で
低
迷
し
て
い

る
活
動
を
今
後
少
し
ず

つ
で
も
再
開
さ
せ
て
い

け
る
よ
う
、
力
を
合
わ

せ
て
挑
戦
し
て
い
こ
う

と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　
令
和
４
年
度
の
玄
洋
校
区
自

治
協
議
会
総
代
会
は
、
４
月
24

日
玄
洋
公
民
館
で
行
わ
れ
ま
し

た
。
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
の
充

分
な
予
防
対
策
を
行
い
、
出
席

　
ク
イ
ー
ン
ビ
ー
ト
ル
は
Ｊ
Ｒ

九
州
が
博
多
―
韓
国
釜
山
間
の

国
際
航
路
船
舶
と
し
て
就
航
し

て
い
た
高
速
船
ビ
ー
ト
ル
の
次

世
代
の
船
舶
と
し
て
新
造
し
た

が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の

影
響
で
運
休
と
な
っ
て
お
り
ま

し
た
が
、
最
近
に
な
っ
て
特
例

と
し
て
、
国
内
で
の
ク
ル
ー
ズ

が
出
来
る
よ
う
に
な
り
、
今
回

津
の
熊
野
神
社
に
行
き
、
美
浜
・

江
ノ
口
川
西
側
河
岸
・
玄
洋
中

学
校
等
を
経
由
し
て
玄
洋
公
民

館
に
帰
る
５
㎞
コ
ー
ス
。
②
古

墳
め
ぐ
り
コ
ー
ス
は
、
公
民
館

を
出
発
し
、
横
町
・
上
町
を
通

り
、
大
塚
古
墳
に
行
き
、
今
宿

駅
経
由
で
公
民
館
に
帰
る
３
㎞

コ
ー
ス
。
③
山
コ
ー
ス
は
公
民
館

を
出
発
し
玄
洋
小
学
校
・
西
都

小
学
校
経
由
で
宮
崎
安
貞
書
斎
・

出
雲
大
社
福
岡
分
院
・
大
塚
古

墳
・
大
塚
緑
道
公
園
経
由
で
公

民
館
に
帰
る
５
㎞
コ
ー
ス
。
④
海

沿
い
コ
ー
ス
は
公
民
館
よ
り
長

垂
海
浜
公
園
の
コ
ー
ス
で
文
化

財
展
示
室
や
二
宮
神
社
・
元
寇

防
塁
な
ど
を

見
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

⑤
今
山
コ
ー

ス
は
初
日
の

出
や
桜
・
ア

ジ
サ
イ
や
日

本
固
有
種
タ
ン
ポ
ポ
が
見
ら
れ
、

今
山
の
四
季
を
体
感
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
今
山
白
髭
神
社

で
は
玄
武
岩
の
露
頭
を
見
る
こ

と
も
で
き
ま
す
。
※
目
線
を
10

ｍ
～
20
ｍ
前
方
に
向
け
る
な
ど
正

し
い
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
ポ
イ
ン

ト
も
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
マ
ッ
プ
は
、
保
健
福
祉
部
よ

り
玄
洋
公
民
館
に
来
ら
れ
た
希

望
者
に
差
し
上
げ
る
許
可
を
頂

い
て
い
ま
す
。
マ
ッ
プ
を
手
に
楽

し
み
ま
せ
ん
か
。

　
冊
子
の
冒
頭
に
は
『
節
目
の

こ
の
時
期
に
、
縁
あ
っ
て
館
長
を

仰
せ
つ
か
っ
て
い
ま
す
こ
と
を
私

と
し
ま
し
て
は
光
栄
に
存
じ
ま

す
。
歴
史
あ
る
そ
し
て
魅
力
あ

る
今
宿
公
民
館
運
営
に
尽
く
し

て
こ
ら
れ
た
先
輩
方
、
運
営
を

支
え
て
こ
ら
れ
た
方
々
へ
の
感

謝
の
意
味
を
込
め
て
、
こ
こ
に

今
宿
公
民
館
の
沿
革
「
公
民
館

の
あ
ゆ
み
」
を
作
成
し
ま
し
た

の
で
ご
一
読
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い

で
す
』
と
書
か
れ
て
い
ま
す
。

　
全
53
ペ
ー
ジ
の
こ
の
冊
子
に

は
70
年
の
公
民
館
の
歴
史
を
通

し
て
、
今
宿
の
歴
史
が
詳
し
く

綴
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
今
宿
公
民
館
は
福
岡
市
の
中

で
も
長
い
歴
史
を
持
つ
公
民
館

の
ひ
と
つ
で
す
。
福
岡
市
は
１
小

学
校
に
１
公
民
館
を
原
則
に
公

民
館
を
設
置
し
て
き
ま
し
た
が
、

今
宿
公
民
館
は
昭
和
27
年
１
月

に
で
き
た
最
初
の
10
館
の
中
の

一
つ
で
す
。
そ
の
前
年
に
福
岡
市

公
民
館
条
例
が
制
定
さ
れ
た
の

を
き
っ
か
け
に
翌
年
に
今
宿
公

民
館
が
開
館
さ
れ
ま
し
た
。

　
平
成
元
年
に
は
玄
洋
校
区
が

発
足
し
た
の
を
き
っ
か
け
に
平

成
元
年
～
３
年
は
二
人
主
事
体

制
で
両
公
民
館
館
区
行
事
を
所

管
し
た
後
、
現
在
の
場
所
に
新

築
、
移
転
し
て
き
ま
し
た
（
旧

今
宿
公
民
館
は
こ
の
時
に
玄
洋

　
そ
の
後
、
代
議
員
数
１
１
３

名
に
対
し
、
出
席
１
１
３
名
（
委

任
状
含
む
）
で
開
催
要
件
に
達

し
て
お
り
、
総
代
会
が
成
立
し

て
い
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
ま
し

た
。

　
総
代
会
で
は
、
提
案
さ
れ
た

議
案
に
つ
い
て
す
べ
て
承
認
さ

れ
ま
し
た
。
質
疑
で
は
、
規
約

に
の
っ
と
っ
た
透
明
性
あ
る
運
営

や
予
算
執
行
の
柔
軟
性
を
求
め

る
意
見
、
既
存
の
規
約
で
は
わ

か
り
に
く
い
部
分
を
改
正
し
て

よ
り
良
い
会
に
し
よ
う
と
い
っ

た
意
見
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

　
公
民
館
講
堂
全
面
を
つ
か
っ

て
、
感
染
症
対
策
を
行
い
な
が

ら
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
が
、

ま
さ
に
コ
ロ
ナ
禍
を
乗
り
越
え
、

元
気
な
地
域
活
動
が
再
開
さ
れ

る
た
め
の
総
会
で
、
今
後
の
展

望
に
つ
い
て
活
発
な
意
見
が
交

わ
さ
れ
る
総
代
会
で
し
た
。
新

し
い
年
度
で
は
、
ど
の
地
域
で

も
活
発
な
地
域
活
動
が
戻
っ
て

く
る
予
感
を
感
じ
ま
し
た
。

者
も
自
治
協
議
会
定
例
会
構
成

員
等
に
制
限
し
た
中
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　
10
時
に
松
本
副
会
長
の
開
会

の
言
葉
で
総
代
会
が
始
ま
り
ま

し
た
。
代
議
員
１

９

４

名
、

当
日
出
席
者

21
名
、
委
任
状

１
４
２
名
で
出
席
者
は
１
７
３

名
の
成
立
宣
言
が
、
釘
本
市
住

町
内
会
長
よ
り
報
告
さ
れ
ま
し

た
。
議
長
は
横
浜
自
治
会
の
松

本
自
治
会
長
が
選
ば
れ
、
議
事

が
進
め
ら
れ
ま
し
た
。
第
３
号

議
案
の
令
和
４
年
度
事
業
計
画

で
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
安
全
安
心

を
念
頭
に
で
き
る
限
り
コ
ロ
ナ

対
策
を
し
て
事
業
を
推
進
す
る

と
し
、
ふ
れ
あ
い
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
社
協
と
連
携
し
て
研
修
会

を
実
施
す
る
こ
と
、
デ
ジ
タ
ル

化
に
対
応
で
き
る
よ
う
に
研
修

を
進
め
る
な
ど
が
提
案
さ
れ
ま

し
た
。
予
算
は
、
コ
ロ
ナ
の
影

響
を
考
慮
し
た
予
算
額
が
提
案

さ
れ
ま
し
た
。
各
議
案
と
も
賛

成
多
数
で
原
案
通
り
に
可
決
さ

れ
ま
し
た
。
す
べ
て
の
議
案
審

議
が
終
了
し
、
議
長
降
壇
後
に

功
労
者
表
彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

自
治
協
議
会
か
ら
は
役
員
退
任

の
３
名
に
、
西
区
長
か
ら
は
、

町
内
会
長
等
を
退
任
す
る
５
名

に
感
謝
状
等
が
髙
松
会
長
の
代

読
で
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
対
策
が

続
く
中
、
新
し
い
生
活
様
式
を

検
討
・
実
践
を
行
い
校
区
目
標

「
安
全
安
心
で
暖
か
い
温
も
り

の
あ
る
玄
洋
校
区
」
の
活
動
推

進
を
感
じ
た
総
代
会
で
し
た
。

「(

株)

ワ
ー
ル
ド
航
空
サ
ー
ビ

ス
」
が
企
画
し
た
旅
行
「
世
界

遺
産
・
神
宿
る
島
、
宗
像
沖
ノ

島
遊
覧
ク
ル
ー
ズ
」
を
全
国
か

ら
募
集
し
た
と
こ
ろ
関
東
関
西

を
は
じ
め
各
地
か
ら
１
０
０
名

の
参
加
が
あ
り
、
出
発
前
の
お

客
様
に
福
岡
の
伝
統
芸
能
を
披

露
し
た
い
と
の
要
望
で
福
岡
市

無
形
民
俗
文
化
財
で
あ
る
「
今

宿
青
木
獅
子
舞
保
存
会
」
に
出

演
の
依
頼
が
あ
っ
た
も
の
で
す
。 

　
５
月
１
日
午
後
２
時
の
出
発

で
11
時
に
リ
ハ
ー
サ
ル
を
行
な

い
、
本
番
ま
で
の
空
き
時
間
に

ク
イ
ー
ン
ビ
ー
ト
ル
の
船
内
を

案
内
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
全

長
83
メ
ー
ト
ル
、
２
、３
０
０

ト
ン
、
定
員
は
５
０
２
名
で
先

代
の
ビ
ー
ト
ル
と

は
ケ
タ
違
い
の
大

き
さ
で
、
豪
華
な

座
席
に
船
内
に
は

免
税
店
、
カ
フ
ェ

バ
ー
・
キ
ッ
ズ
ル
ー

ム
、
自
転
車
置
き

場
な
ど
充
実
し
た

装
備
で
快
適
な
ク

ル
ー
ズ
に
な
り
そ

う
で
す
。

　
い
よ
い
よ
本
番

前
ス
タ
ン
バ
イ
し
て
い
る
と
、

国
際
タ
ー
ミ
ナ
ル
の
方
か
ら
お

客
様
が
や
っ
て
き
て
、
獅
子
舞

の
衣
装
を
し
た
我
々
に
気
づ
き

廻
り
を
囲
ん
で
い
っ
ぱ
い
と
な

り
ま
し
た
。

　
太
鼓
の
ト
ン
ト
ン
の
合
図
で

演
技
が
は
じ
ま
り
ま
し
た
。

　
演
目
は
「
門
付
け
」「
郎
八
の

ひ
げ
そ
り
」
「
猿
と
獅
子
」
。
初

め
て
見
る
人
も
多
い
様
で
多
く

の
方
が
ス
マ
ホ
で
写
真
を
撮
っ

て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。

　
「
郎
八
の
ひ
げ
そ
り
」
は
郎

八
に
加
え
て
、
９
歳
の
孫「
八
郎
」

が
登
場
す
る
と
、
お
客
様
か
ら

「
可
愛
い
」
と
の
声
が
聞
こ
え

て
き
ま
し
た
。

　
３
演
目
が
終
わ
り
、
獅
子
は

お
客
様
の
所
に
行
き
、
縁
起
物

の
獅
子
頭
を
お
客
様
の
頭
に
「
か

ぶ
せ
」
を
し
て
ま
わ
り
お
客
様

の
良
き
航
海
を
祈
願
し
ま
し
た
。

▲ 今後の展望について活発な意見が交わされる

▲ 西区長表彰を代読する髙松会長



(2)令和４年（2022年）６月１日 第477号

令和４年度今宿・玄洋団体役員
今宿地区団体役員
●今宿商工業協同組合　TEL・FAX　☎ 806-0373〔事務局〕
理事長
波多江秀剛（ハタエスポーツ）

副理事長
柴田　真人（柴田酒店）

副理事長
篠原　清隆（読売新聞）

専務理事
熊本　和美（司法書士）

理事
陣駒　　悟（㈱西村コンクリート）

理事
横尾　英聡（ダスキン横浜支店）

理事
松㟢　博徳（松古堂印刷㈱）

理事
秋山　寛行（㈱秋山電気商会）

理事
須賀　大介（㈱SALT）

顧問
川上　仁志（川上石油店）

事務員
三浦　千鶴

玄洋校区団体役員
●自治協議会・町内会長
会長
髙松　新也

副会長
矢野　　昇

副会長・西松原二丁目町内会会長
野田　博満

会計
吉田三千尋

監事
益永　　亮

監事
城園　朝幸

今宿市営住宅町内会会長
久保　智宏

上町町内会会長
西村　陽三

西松原一丁目町内会会長
中峰　秀満

西浜町内会会長
八尋　和子

美浜町内会会長
松原　利照

横浜自治会会長
松本　久義

横浜西町内会会長
岩尾　一夫

横浜南町内会会長
豊澤　浩一

横町町内会会長
今村　雅人

●自治協議会部長
総務部部長
矢野　　昇

体育部部長・スポーツ推進委員
安永　桂治

環境推進部部長
中峰　秀満

防災部部長
正本　博士

防犯部部長
松原　利照

交通安全部部長
大鶴　雄司

子ども会・青少年部部長
吉田三千尋

保健福祉部部長
大野美智代

男女共同参画部部長
河本富美子

文化部部長
岩尾　一夫

老人倶楽部部長
今西小枝子
●校区内団体代表（自治協部長を除く）
人権尊重推進協議会会長
髙松　新也

社会福祉協議会会長
松崎　雅義

※第５民協副会長
田中　佳子

校区幹事（第５民協）
疋田　美鈴

主任児童委員（第５民協）
松﨑　浩美

保護司会代表
井上　優子

更生保護女性会会長
久保ツネヨ

スポーツ推進委員
天野　好輝

少年補導委員
楢崎　正徳

少年補導委員
折元　高哉

少年補導委員
北島光太郎
●玄洋公民館
館長
赤瀬　　清

主事
岩間　恵美

事務補助員
佐々木陽子

事務補助員
松本　仁美

事務補助員
宗　　和子

事務補助員
中原　裕子

事務補助員
大原　秀太

事務補助員
三島　俊男

※第５民協：西区第５地区民生委員児童委員協議会

今宿校区団体役員
●自治協議会
会長
吉村　　悟

副会長
渡辺　清嗣

事務局長
坂本　宣由

会計
小田　忠之

担当役員
宮本　和浩

担当役員
三角　秀幸

監事
木藤　和男

監事
梶原　義勝

委員（上ノ原町内会長）
吉積　眞一

委員（青木町内会長）
渡辺　清嗣

委員（青木市住町内会長）
宮本　和浩

委員（谷町内会長）
隈本　芳晴

委員（東２町内会長）
伊藤　純仁

委員（東町町内会長）
瀧井　洋輔

委員（駅前１町内会長）
板屋　稔孝

委員（長垂町内会長）
坂本　宣由

〈専門部会長〉
スポーツ振興部会
宮本　和浩

青少年育成部会
伊藤　純仁

子ども会育成部会
春日野　済

男女共同参画部会
松本真理子

交通安全推進部会
渡辺　彰三

防犯・防災部会
隈本　芳晴

保健福祉部会
岩田　収子

環境衛生部会
瀧井　洋輔

文化部会
板屋　稔孝

●校区内団体代表
人権尊重推進協議会会長
吉村　　悟

自主防災会会長
隈本　芳晴

社会福祉協議会会長
渡辺　勝利

※第5民協会長
金ヶ江ヤエ子

校区幹事・主任児童委員（第５民協）
稲月　晶子

保護司会代表
長谷川雅寛

更生保護女性会会長
薦田　智子

スポーツ推進委員
中島　　清

スポーツ推進委員
松尾美枝子

少年補導委員
野上　竜子

少年補導委員
藤田　昌郁

少年補導委員
越智　信彰

老人クラブ連絡会代表
渡辺　勝利
●今宿公民館
館長
古川　勝敏

主事
三島　美紀

事務補助員
縄手　光世

事務補助員
三角　小雪

事務補助員
中島　　誠

事務補助員
彌中　操子

事務補助員
脇山　茂男

※第５民協：西区第５地区民生委員児童委員協議会　
今
宿
校
区
担
当
保
健
師
の
岐

部
美
保
と
申
し
ま
す
。
西
区
に

異
動
し
て
２
年
目
と
な
り
ま
す
。

西
区
に
配
属
さ
れ
る
の
は
初
め

て
で
、
自
然
の
美
し
さ
を
感
じ

　
４
月
か
ら
新
規
採
用
職
員
と

し
て
西
区
に
配
属
さ
れ
ま
し
た

な
が
ら
、
ま
た
校
区
の
方
に
温

か
く
接
し
て
も
ら
い
な
が
ら
、

日
々
過
ご
し
て
お
り
ま
す
。
令

和
３
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
影
響
も
あ
り
、

校
区
に
出
る
機
会
も
減
り
教
室

も
中
止
に
な
る
こ
と
も
多
々
あ

り
ま
し
た
。
校
区
に
出
向
い
た

際
は
、
お
声
か
け
い
た
だ
け
る

と
幸
い
で
す
。

　
今
宿
校
区
で
は
今
年
度
も

様
々
な
健
康
づ
く
り
や
子
育
て

保
健
師
の
末
次
（
す
え
つ
ぐ
）

で
す
。
玄
洋
校
区
を
担
当
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
私
は
糸
島
市
出
身
で
す
の
で
、

西
区
に
な
じ
み
が
あ
っ
た
の
で

す
が
、
ま
だ
ま
だ
知
ら
な
い
こ

と
が
た
く
さ
ん
あ
り
、
新
し
い

発
見
の
連
続
で
毎
日
楽
し
く
過

ご
し
て
い
ま
す
。

に
関
す
る
教
室
を
企
画
し
て
お

り
ま
す
。
今
宿
校
区
保
健
福
祉

部
会
主
催
の
認
知
症
に
関
す
る

教
室
の
実
施
や
、
今
宿
校
区
男

女
共
同
参
画
部
会
主
催
に
て
父

親
向
け
講
座
「
パ
パ
ニ
テ
ィ
」
の

開
催
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
校
区
に
根
差
し
た

保
健
師
と
し
て
、
み
な
さ
ま
の
健

康
づ
く
り
の
お
手
伝
い
を
さ
せ

て
い
た
だ
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
玄
洋
校
区末す

え
次つ
ぐ

　
優ゆ
う
花か

　

　
今
宿
校
区岐き

部べ

　
美み

保ほ

　

　
保
健
師
は
妊
婦
さ
ん
か
ら
高

齢
者
ま
で
、
地
域
の
皆
さ
ん
が

元
気
に
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ

う
健
康
づ
く
り
や
介
護
予
防
の

お
手
伝
い
を
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
乳
幼
児
等
の
家
庭
訪

問
や
公
民
館
等
で
の
健
康
教

室
・
健
康
相
談
等
で
校
区
に
伺

い
ま
す
の
で
、
見
か
け
た
ら
声

を
か
け
て
く
だ
さ
る
と
嬉
し
い

で
す
。

　
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
は
、

健
康
寿
命
の
延
伸
の
た
め
、
特

定
健
診
や
が
ん
検
診
な
ど
の
健

（
検
）
診
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

生
活
習
慣
病
は
自
覚
症
状
が
な

い
こ
と
が
多
い
た
め
自
分
で
気

づ
く
こ
と
は
難
し
い
で
す
。

　
定
期
的
に
健
診
を
受
診
し
身

体
の
状
態
を
確
認
し
て
い
き
ま

し
ょ
う
。



年
の
節
目
の
年
に
な
り
ま
す
。

今
宿
、
玄
洋
を
始
め
今
津
な
ど

の
校
区
で
何
か
イ
ベ
ン
ト
を
出

来
な
い
か
と
今
関
係
す
る
自
治

協
や
役
所
に
働
き
か
け
て
い
る

最
中
で
す
」
と
次
々
に
こ
れ
か

ら
の
目
標
や
夢
を
語
っ
て
く
だ

さ
い
ま
し
た
。

『
し
ぐ
さ
・
表
情

　
蒙
古
襲
来
絵
詞
復
原
』

　
こ
れ
は
こ
の
３
月
に
海
鳥
社

か
ら
出
版
さ
れ
た
服
部
氏
の
新

作
本
の
タ
イ
ト
ル
で
す
。
元
寇

の
真
実
に
近
づ
く
た
め
服
部
氏

は
長
年
、
元
寇
の
戦
い
に
参
加

　
ぼ
く
の
先
生
は
、
お
じ
い
ち
ゃ

ん
で
す
。
お
じ
い
ち
ゃ
ん
は
、

や
さ
し
い
で
す
。
昔
高
校
の
理

科
の
先
生
を
し
て
い
ま
し
た
。

だ
か
ら
色
ん
な
こ
と
を
知
っ
て

い
ま
す
。
勉
強
を
し
て
い
て
、

分
か
ら
な
い
と
こ
ろ
を
聞
く
と

す
ぐ
に
答
え
を
言
わ
ず
に
考
え

方
だ
け
を
分
か
り
や
す
く
教
え

て
く
れ
ま
す
。
ふ
つ
う
の
生
活

の
こ
と
で
も
ホ
ー
ス
を
使
う
時

は
、
真
ん
中
を
お
さ
え
て
し
た

ら
い
い
よ
と
か
、
さ
ん
歩
に
行
っ

た
時
に
は
、
麦
の
種
類
を
す
ぐ

に
教
え
て
く
れ
ま
す
。

　
も
っ
と
お
じ
い
ち
ゃ
ん
に

会
っ
て
、
い
っ
し
ょ
に
色
ん
な

こ
と
を
し
て
分
か
ら
な
い
こ
と

や
、
理
科
以
外
の
教
科
の
こ
と

も
、
分
か
り
や
す
く
教
え
て
ほ

し
い
で
す
。
だ
か
ら
ぼ
く
の
先

生
は
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
で
す
。

ま
す
。

　
そ
れ
と
ス
イ
ミ
ン
グ
の
先
生

は
、
テ
ス
ト
に
向
け
て
色
々
な

こ
と
を
教
え
て
く
れ
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
、
私
に
は
、
た

く
さ
ん
の
先
生
が
い
て
く
れ
て

と
っ
て
も
う
れ
し
い
で
す
。

　
先
生
の
お
か
げ
で
色
ん
な
こ

と
が
上
手
く
な
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
も
習
っ
た
こ
と
を

い
か
し
て
が
ん
ば
り
た
い
で
す
。

受講者1,000名以上!
最新のお金と貯蓄の情報満載!

お金の増やし方・守り方セミナー

先着各20組様 無料

 092-586-9415TEL福岡FPイベント事務局

午前の部
午後の部
《会場》 伊都文化会館 駐車場あり
《特典》 大好評！
ケーキハウストミタの
バターカステラお土産
詳細はQRコードより
ご確認ください。

10時30分～
14時30分～

（受付10時～）
（受付14時～）

6月25日（土）

　
私
の
先
生
は
た
く
さ
ん
い
ま

す
。
学
校
や
習
字
や
ス
イ
ミ
ン

グ
の
先
生
で
す
。
そ
の
中
で
も

習
字
の
先
生
は
、
習
字
や
字
の

バ
ラ
ン
ス
、
大
き
さ
、
太
さ
な

ど
を
教
え
て
く
れ
ま
す
。
バ
ラ

ン
ス
は
、
こ
う
筆
だ
っ
た
ら
、

真
ん
中
の
線
に
合
わ
せ
る
の
か
、

下
の
線
に
合
わ
せ
る
の
か
と
い

う
の
を
教
え
て
く
れ
ま
す
。

　
他
に
も
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
で
は

か
ん
と
く
や
コ
ー
チ
、
６
年
生

が
先
生
の
よ
う
に
教
え
て
く
れ

今
宿
小
学
校
５
年
生

只た
だ

隈く
ま　
成な

る

美み

さ
ん（
東
二
）

玄
洋
小
学
校
５
年
生

吉よ
し

田だ　
海か

い

翔と

さ
ん（
美
浜
）

昭和24年　愛知県名古屋市にて生誕
昭和48年　東京大学文学部卒業
昭和51年　�東京大学大学院人文科学研究科国史学専

攻修士課程修了、同大学文学部助手採用
昭和53年　�文化庁文化財保護部記念物課史跡部門転

任・文部技官就任
昭和60年　文化庁文化財保護部文化財調査官に昇任
平成６年　�九州大学大学院比較社会文化研究科へ転

任、助教授就任
平成８年　�角川源義賞受賞。東京大学より博士（文

学）授与
平成９年　比較社会文化研究科教授に昇任
平成23年　�比較社会文化研究院長・比較社会文化学

府長就任（〜 26年）
平成24年　第66回毎日出版文化賞・人文社会部門
平成27年　九州大学退職
平成28年　�くまもと文学・歴史館館長就任（～令和３年）
令和元年　�名古屋城調査研究センター所長就任
	 （～現在に至る）

− 略歴 −

　
久
し
ぶ
り
の
「
わ
が
町
に
こ

ん
な
人
」
で
ご
紹
介
す
る
の
は

歴
史
学
者
と
し
て
高
名
な
服
部

英
雄
氏
で
す
。
大
変
お
忙
し
い

方
で
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
申
し

込
ん
で
か
ら
５
年
、
念
願
叶
っ

て
今
回
の
登
場
と
な
り
ま
し
た
。

専
門
は
日
本
中
世
史

　
服
部
氏
の
専
門
は
日
本
中
世

史
で
す
。
東
京
大
学
大
学
院
卒

業
後
（
経
歴
に
つ
い
て
は
別
表

参
照
）
、
東
京
大
学
文
学
部
助
手

と
し
て
大
学
に
残
ら
れ
た
後
、

文
化
庁
文
化
財
保
護
部
で
文
部

技
官
、
調
査
官
を
経
て
平
成
６

年
に
九
州
大
学
大
学
院
で
助
教

取
っ
た
あ
る
作
戦
を
話
し
て
く

だ
さ
っ
た
の
が
心
に
残
っ
て
い

ま
す
。（
ご
興
味
の
あ
る
方
は「
蒙

古
襲
来
」
を
ご
一
読
く
だ
さ
い
）

城
跡
巡
り

　
歴
史
学
者
と
し
て
活
躍
さ
れ

て
い
る
服
部
氏
で
す
が
「
中
世

の
城
跡
が
好
き
で
中
学
生
、
高

校
生
の
頃
か
ら
自
転
車
で
周
辺

の
城
跡
な
ど
を
よ
く
巡
っ
て
い

ま
し
た
」
そ
ん
な
城
跡
が
大
好

き
だ
っ
た
少
年
は
今
、
故
郷
で

あ
る
愛
知
県
の
名
古
屋
城
調
査

セ
ン
タ
ー
で
木
造
作
り
の
名
古

屋
城
復
元
を
目
指
す
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
に
関
わ
っ
て
い
ま
す
。

今
ま
で
の
人
生
の
中
で

　
様
々
な
人
生
経
験
の
中
で
楽

し
か
っ
た
こ
と
、
大
変
だ
っ
た

こ
と
は
何
で
し
ょ
う
？
と
お
聞

き
し
ま
し
た
ら

「
好
き
な
こ
と
を
や
れ
て
い
る

か
ら
自
分
は
恵
ま
れ
て
い
ま
す
。

授
、
平
成
８
年
～
27
年
ま
で
教

授
と
し
て
教
鞭
を
取
ら
れ
ま
し

た
。
退
職
後
の
平
成
28
年
４
月

か
ら
令
和
３
年
３
月
ま
で
熊
本

の
く
ま
も
と
文
学
・
歴
史
館
館

長
、
そ
の
間
の
令
和
元
年
よ
り

名
古
屋
城
調
査
研
究
セ
ン
タ
ー

所
長
を
さ
れ
て
現
在
に
至
り
ま

す
。

　
ま
た
『
地
名
の
歴
史
学
』『
武

士
と
荘
園
支
配
』『
河
原
ノ
者
・

非
人
・
秀
吉
』『
蒙
古
襲
来
』
を

始
め
著
書
も
多
数
あ
り
ま
す
。

　
メ
デ
ィ
ア
で
も
日
本
中
世
史

の
専
門
家
と
し
て
、
度
々
登
場

さ
れ
て
お
り
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
「
歴
史

秘

話

ヒ

ス

ト

リ

ア
」
の
「
元
寇
」

の
際
に
「
日
本
が

蒙
古
軍
に
勝
利
し

た
の
は
神
風
で
は

な
い
」
と
解
説
さ

れ
、

日

本

軍

が

で
も
そ
の
中
で
も
本
を
出
せ
た

時
は
嬉
し
か
っ
た
で
す
。
逆
に

大
変
だ
っ
た
の
は
役
所
だ
っ
た

文
化
庁
で
の
仕
事
で
し
た
。
大

学
も
管
理
職
に
な
っ
て
か
ら
は

そ
ち
ら
の
方
の
仕
事
が
忙
し
く

て
オ
ー
バ
ー
ワ
ー
ク
で
体
調
を

崩
し
そ
う
に
な
っ
た
こ
と
も
あ

り
ま
す
」

こ
れ
か
ら
は

　
今
後
の
目
標
を
教
え
て
く
だ

さ
い
と
お
聞
き
し
た
ら
即
答
で
、

「
本
で
す
。
書
き
た
い
テ
ー
マ

が
い
く
つ
か
あ
り
ま
す
。
今
何

冊
か
書
き
か
け
て
い
る
の
で
す

が
、
ど
れ
か
に
集
中
し
な
け
れ

ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。
後
ど
れ

く
ら
い
（
何
冊
）
書
け
る
か
は

健
康
寿
命
次
第
で
し
ょ
う
（
笑
）

そ
れ
と
、
名
古
屋
城
の
こ
と
も

書
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
れ
か
ら
、
２
０
２
４
年
は

元
寇
の
文
永
の
役
か
ら
７
５
０

し
た
竹
崎
季
長
が
絵
師
に
描
か

せ
た
「
蒙
古
襲
来
絵
詞
」
を
研

究
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
服
部
氏

に
よ
る
と
「
歴
史
家
の
数
だ
け

歴
史
が
あ
り
ま
す
。
問
い
の
立

て
方
に
よ
っ
て
答
え
が
あ
り
ま

す
が
、
自
分
は
問
い
の
立
て
方

が
他
の
人
と
少
し
違
う
か
も
し

れ
な
い
で
す
ね
」
今
回
の
新
書

は
膨
大
な
資
料
か
ら
服
部
氏
が

独
自
に
問
い
を
立
て
て
調
査
し

書
き
上
げ
ら
れ
た
も
の
で
す
。

最
後
に

　
職
業
柄
、
デ
ス
ク
ワ
ー
ク
の

イ
メ
ー
ジ
の
強
い
服
部
氏
で
す

が
、
い
つ
も
リ
ュ
ッ
ク
を
背
に

歩
い
て
お
ら
れ
て
中
々
の
健
脚

と
お
見
受
け
し
ま
し
た
。
聞
け

ば
二
人
の
お
子
さ
ん
に
山
に
因

ん
だ
名
前
を
付
け
ら
れ
た
ほ
ど
、

山
が
お
好
き
と
の
こ
と
。
き
っ

と
、
研
究
の
た
め
に
各
地
の
史

跡
を
そ
の
足
で
巡
ら
れ
て
き
た

の
で
し
ょ
う
。
そ
し
て
こ
れ
か

ら
も
そ
の
道
は
続
き
ま
す
。
服

部
先
生
の
フ
ァ
ン
と
し
て
こ
れ

か
ら
も
出
版
さ
れ
る
本
を
楽
し

み
に
し
て
お
り
ま
す
。
今
回
は

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
お
引
き
受
け
頂

き
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

地域に根ざして４５年地域に根ざして４５年

TEL092-322-4444　FAX092-322-3791

NPO法人全国葬送支援協議会正会員

法事・法要・家族葬

謹啓　薫風の候、益々ご健勝のこととお喜び申し上
げます。
平素は格別なご高配を賜り厚くお礼申し上げます。
　おかげさまで弊社は、令和４年５月に設立45周年
を迎えることができました。
これもひとえに地域の皆様、お取引先様、従業員と
家族のおかげと感謝いたします。
　皆様からいただいたご縁やご支援を顧みますと、
創業者の牛原善太が昭和40年代初頭に「うしはら洋
傘店」として前原の地に店舗を構え、洋傘と菓子の
販売を行いながら、「牛原造花店」として葬祭業向
けの提灯・花輪・灯篭の販売を開始したのが現在の
葬祭業の礎となりました。昭和52年５月に「株式会
社牛原公善社」として法人化、自宅葬から会館葬へ
と変化する中「メモリアル伊都国」「家族葬のいと
乃庵」を併設し、一般葬、家族葬、社葬などあらゆ
るご葬儀に対応してまいりました。
　時代の流れとともに葬送儀礼も移り変わります
が、この糸島の地が遥か伊都国だった時代も現代に
おいても、人々の故人を敬い、大切な人を亡くした
方に寄り添い労る「こころ」は、決して変わるもの
ではないと葬祭業を通して日々実感する次第です。
　これからも地域の皆様のお役に立ち、必要とされ
る企業を目指し、「お客様第一主義」の初心を忘れ
ることなく「地域で一番、ありがとう」を集める会
社を合言葉に「すべてはお客様のために」全社一丸
となり、誠心誠意努めてまいります。
　今後とも変わらぬご指導ご鞭撻を賜りますよう、
よろしくお願い申し上げます。

謹白
株式会社牛原公善社　代表取締役　牛原　克明

謹啓　薫風の候、益々ご健勝のこととお喜び申し上
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平素は格別なご高配を賜り厚くお礼申し上げます。
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を迎えることができました。
これもひとえに地域の皆様、お取引先様、従業員と
家族のおかげと感謝いたします。
　皆様からいただいたご縁やご支援を顧みますと、
創業者の牛原善太が昭和40年代初頭に「うしはら洋
傘店」として前原の地に店舗を構え、洋傘と菓子の
販売を行いながら、「牛原造花店」として葬祭業向
けの提灯・花輪・灯篭の販売を開始したのが現在の
葬祭業の礎となりました。昭和52年５月に「株式会
社牛原公善社」として法人化、自宅葬から会館葬へ
と変化する中「メモリアル伊都国」「家族葬のいと
乃庵」を併設し、一般葬、家族葬、社葬などあらゆ
るご葬儀に対応してまいりました。
　時代の流れとともに葬送儀礼も移り変わります
が、この糸島の地が遥か伊都国だった時代も現代に
おいても、人々の故人を敬い、大切な人を亡くした
方に寄り添い労る「こころ」は、決して変わるもの
ではないと葬祭業を通して日々実感する次第です。
　これからも地域の皆様のお役に立ち、必要とされ
る企業を目指し、「お客様第一主義」の初心を忘れ
ることなく「地域で一番、ありがとう」を集める会
社を合言葉に「すべてはお客様のために」全社一丸
となり、誠心誠意努めてまいります。
　今後とも変わらぬご指導ご鞭撻を賜りますよう、
よろしくお願い申し上げます。

謹白
株式会社牛原公善社　代表取締役　牛原　克明
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〒819-0165 福岡市西区今津4797-90
（担当：安部）

地域活動支援センター
障がい者通所施設

TEL092-806-0680

風花福祉作業所

風花福祉作業所 検 索

いきがい交流会開催中 !いきがい交流会開催中 !
( スマホ / パソコン / 書道 / 美術 / 陶芸 ) 

◎ 障がい手帳をお持ちの方、又は、高齢者の方大歓迎です ! 
◎見学又は一日体験実施中です…お気軽にお電話ください ! 

参
加
し
て
み
る
と
わ
か
る
が
、

海
外
か
ら
流
れ
着
い
た
も
の
は

ご
く
僅
か
。
ほ
と
ん
ど
が
、
街

中
か
ら
川
を
伝
わ
っ
て
き
た
も

の
だ
ろ
う
こ
と
が
、
容
易
に
わ

か
る
。

　
が
し
か
し
、
こ
れ
が
今
宿
海

岸
と
な
る
と
少
し
違
う
。
博
多

湾
に
面
し
て
い
る
の
で
、
ど
こ

か
の
川
か
ら
流
れ
着
い
た
も
の

も
多
い
が
、
特
に
目
立
つ
の
は
、

昨
日
か
今
日
そ
の
場
に
放
置
、

も
し
く
は
投
棄
さ
れ
た
と
し
か

思
え
な
い
ゴ
ミ
達
。
観
光
客
が

訪
れ
た
場
所
を
汚
す
話
は
よ
く

聞
く
が
、
そ
う
で
も
な
い
今
宿

な
の
に
。

　
レ
ジ
袋
に
入
っ
た
コ
ン
ビ
ニ

弁
当
の
空
箱
、
濡
れ
た
形
跡
の

　
突
然
だ
が
、
海
の
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
ゴ
ミ
は
、地
球
規
模
の
課
題
だ
。

感
染
症
拡
大
の
影
響
も
あ
り
、

フ
ェ
イ
ス
シ
ー
ル
ド
や
手
袋
、

テ
イ
ク
ア
ウ
ト
用
食
品
容
器
、

ネ
ッ
ト
通
販
商
品
の
配
送
用
緩

衝
材
な
ど
、
新
た
な
場
面
で
排

出
す
る
ゴ
ミ
が
急
増
。

　
そ
の
中
で
、
ご
み
収
集
の
過

程
で
き
ち
ん
と
口
が
結
ば
れ
て

い
な
い
ゴ
ミ
袋
か
ら
溢
れ
た
り
、

カ
ラ
ス
が
ゴ
ミ
袋
を
つ
つ
き
破

る
こ
と
で
散
乱
し
た
り
、
ふ
た

の
な
い
ゴ
ミ
箱
や
い
っ
ぱ
い
に

な
っ
た
自
動
販
売
機
の
脇
に
あ

る
ゴ
ミ
箱
か
ら
飛
ば
さ
れ
た
り

し
た
も
の
が
、
雨
や
風
の
影
響

に
川
に
流
れ
て
し
ま
う
。
実
は
、

海
ゴ
ミ
の
８
割
が
、
近
く
の
川

か
ら
流
れ
だ
し
た
も
の
な
の
だ
。

　
毎
月
第
２
日
曜
日
、
糸
島
半

島
の
各
所
で
、
地
元
の
サ
ー

フ
ァ
ー
が
中
心
と
な
っ
て
ビ
ー

チ
ク
リ
ー
ン
が
行
わ
て
い
る
。

大
口
海
岸
や
二
見
ヶ
浦
な
ど
で

な
い
タ
バ
コ
の
吸
い
殻
、
花
火

の
燃
え
カ
ス
、
飲
み
か
け
の
ペ
ッ

ト
ボ
ト
ル
、
等
々
…

い
っ
た
い
誰
が
…

　
し
か
も
、
そ
う
い
っ
た
も
の

を
拾
っ
て
い
る
と
、
た
ま
に
犬

を
連
れ
た
お
じ
さ
ん
な
ん
か
に

「
こ
こ
は
ね
。
業
者
が
入
る

か
ら
ゴ
ミ
拾
い
せ
ん
で
も
い
ー

よ
。」
と
言
わ
れ
た
り
す
る
。

　
確
か
に
、
こ
の
海
岸
は
定
期

的
に
業
者
さ
ん
が
入
っ
て
、
重

機
で
海
岸
の
清
掃
を
し
て
い
る

が
、
堤
防
添
い
に
捨
て
ら
れ
て

い
る
も
の
は
、
回
収
が
で
き
ず

放
置
さ
れ
、
逆
に
波
に
さ
ら
わ

れ
て
海
へ
と
旅
立
っ
て
し
ま
う
。

環
境
が
、
環
境
が
、
と
う
る
さ

く
叫
び
声
を
上
げ
る
つ
も
り
は

も
う
と
う
な
い
が
…
自
分
が
子

供
だ
っ
た
時
の
よ
う
に
、
今
の

子
供
達
に
と
っ
て
も
今
宿
海
岸

が
、「
裸
足
で
気
持
ち
よ
く
歩
け

る
砂
浜
」
で
あ
っ
て
ほ
し
い
。

（
Ｈ
・
Ｐ
）

　
コ
ロ
ナ
禍
の
状
況
は
変
わ
ら

ぬ
ま
ま
、新
年
度
を
迎
え
ま
し
た
。

　
今
年
度
は
、
従
来
の
月
２
回

の
開
催
を
暫
定
的
に
月
１
回
（
毎

月
20
日
）
で
実
施
す
る
こ
と
と

し
て
い
ま
す
。

　
４
月
20
日
の
ス
タ
ー
ト
は
外

部
講
師
を
招
い
て
「
歯
の
健
康

に
つ
い
て
」
の
出
前
講
座
で
す
。

健
康
な
「
歯
」
と
「
口
腔
機
能
」

を
維
持
し
、
人
生
百
年
時
代
を

元
気
で
楽
し
く
過
ご
す
生
き
方

を
学
び
ま
し
た
。
ユ
ー
モ
ア
を

交
え
な
が
ら
の
大
城
先
生
の
講

座
は
時
の
経
つ
の
を
忘
れ
さ
せ
、

あ
っ
と
い
う
間
の
１
時
間
で
し

た
。
講
座
を
受
け
た
人
は
、
こ

れ
か
ら
の
生
活
の
中
で
、
今
日

行
く
春
や
使
ふ
あ
て
な
き
パ
ス
ポ
ー
ト 

原
井
み
え
こ

大
き
さ
と
赤
さ
を
競
ふ
苺
狩

春
耕
し
も
の
の
命
の
始
ま
り
ぬ 

安
田
　
文
月

春
月
夜
眠
け
の
坂
を
越
え
ら
れ
ず

吾
子
送
る
万
朶
の
桜は

な

の
舟
に
の
せ 

石
井
　
靖
子

春
愁
の
せ
ま
る
心
の
す
き
ま
よ
り

行
く
春
や
旅
先
に
き
く
駅
ピ
ア
ノ 

荻
野
　
春
子

苺
パ
フ
ェ
少
女
素
直
よ
よ
く
笑
む
よ

木
苺
を
ふ
ふ
め
ば
淡
し
恋
ひ
と
つ 

菊
池
千
代
子

行
く
春
や
分
水
嶺
を
修
行
僧

若
葉
寒
し
ま
ひ
し
服
を
も
う
一
度 

斉
藤
寿
賀
子

指
先
に
香
り
い
つ
ま
で
柏
餅

行
く
春
や
繰
り
言
多
く
な
る
二
人 

新
藤
　
房
江

燥
ぐ
子
等
連
れ
て
は
昔
苺
狩

　
　
　
　
　 

◇ 

　
　
　
　
　

　
紅
熟
し
香
味
と
も
に
良
い
西
洋
苺
は
誰
に
も
好
ま
れ
ま
す
ね
。
遠

き
日
の
野
苺
摘
み
も
、な
つ
か
し
い
。
５
番
目
の
靖
子
さ
ん
の
句
は
、

「
海
へ
散
骨
の
日
に
」
詠
ま
れ
た
も
の
。
人
そ
れ
ぞ
れ
の
思
い
の
ま

ま
、
春
は
行
こ
う
と
し
て
い
ま
す
。 

（
春
）

苺　行く春

　
次
の
方
々
か
ら
香
典
返
し
と

し
て
多
額
の
ご
寄
付
を
賜
わ

り
、 
有
難
く
拝
受
い
た
し
ま
し

た
。 

故
人
や
ご
遺
族
の
ご
意
志
に
そ
い
、 

校
区
の
福
祉
事
業
の

浄
財
と
し
て
有
意
義
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
く
存
じ
ま
す
。 

こ
こ
に
、 

謹
ん
で
故
人
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
致
し
ま
す
と
と
も

に
、 

厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

松
林
　
雅
和
　
様
（
西
二
）
よ
り
　
故
ご
母
堂
　
恵
　
美
　
様

☆明るくて元気いっぱいの笑顔が可愛
いそうちゃん♪将来の夢はパティシ
エ！今宿の海と空に育てられてます。

安
やすだ

田　蒼
そうた

太ちゃん（４才 1ヵ月）
精
せいち

智・妙
たえこ

子さんご夫妻の
お子さん� （横浜）

☆姉妹仲良く、元気いっぱい大きくなっ
てね。

加
か く

来　絢
あやね

音ちゃん（１才６ヵ月）
加
か く

来　涼
すずな

那ちゃん（０才６ヵ月）
秀
しゅうへい

平・澄
すみ こ

子さんご夫妻の
お子さん� （  谷  ）

の
内
容
を
実
践
し
て
い
く
事
が

大
切
で
す
。
毎
日
の
生
活
に
ぜ

ひ
活
か
し
て
く
だ
さ
い
。

　
新
し
い
試
み
と
し
て
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
協
力
で
、
ピ
ア
ノ

演
奏
を
行
い
、
年
度
初
め
の
開

講
式
を
華
や
か
に
飾
る
こ
と
が

♥ラブアース・クリーンアップ２０２２♥
【日時】2022年６月12日（日）9：00 ～ 10：00

【場所】長垂海浜公園（福岡市西区今宿一丁目22）【会費】無料

【内容】9：00受付開始、9：20開会、9：30清掃活動開始、

10：00終了　【お問合せ先】西区西部出張所 市民相談係まで。

TEL：092-806-9430　FAX：092-806-6811

▲ 美浜集会所＆ピアノ演奏風景

出
来
ま
し
た
。

　
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
が

い
つ
終
息
す
る
か
見
通
し
は
立

ち
ま
せ
ん
が
、
一
日
も
早
く
終

息
し
、
気
遣
い
す
る
こ
と
な
く

サ
ロ
ン
が
開
催
で
き
る
こ
と
を

願
っ
て
い
ま
す
。

　
西
区
社
会
福
祉
協
議
会
よ
り

今
宿
校
区
青
木
会
場
、
谷
会
場

の
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
を
始
め
玄

洋
校
区
の
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
会

場
に
も
「
炭
酸
ガ
ス
濃
度
測
定

器
と
マ
ス
ク
」
を
頂
き
ま
し
た
。

高
齢
者
の
健
康
に
配
慮
し
た
大

変
良
い
贈
り
物
と
思
い
ま
し
た
。

　
早
速
家
に
持
ち
帰
っ
て
設
定

と
測
定
を
試
し
て
み
ま
し
た
。

　
締
め
切
っ
た
部
屋
で
セ
ッ
ト

す
る
と
た
ち
ま
ち
１
０
０
０
ppm

以
上
の
数
字
が
で
て
注
意
警
報

が
点
滅
し
ま
し
た
の
で
、
窓
を

開
け
て
換
気
を
す
る
と
数
値
は

５
０
０
ppm

ま
で
下
が
り
ま
し

た
。
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
の
会
場

で
も
定
期
的
な
換
気
を
う
な
が ▲ 各町サロンに配付された測定器等

し
て
く
れ
る
こ
と
間
違
い
あ
り

ま
せ
ん
。
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
の
注
意
を
し
な
く
て
は
い
け

な
い
時
期
、
有
意
義
に
使
用
し

て
頂
き
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

献血献血
のお願いのお願い




